	分野
	ビジネス情報分野（科目「ソフトウェア活用」）

	教材の
タイトル
	日常生活における行動のアルゴリズム

	教材からの学び
	１　情報システムの開発について理解できる。
２　アルゴリズムの基礎や流れ図に関する技術を身に付けることができる。
３　情報を処理する手順を思考し、システムの開発、評価・改善ができる。
４　課題解決に向けて、主体的かつ協働的に取り組むことができる。

	時間数
	２時間

	授業の
進め方
	＜日常生活における行動のアルゴリズム＞
＜１時間目＞
１　本時の目標確認と授業の進め方について説明する。処理手順について具体的に例を挙げて説明し、日常生活の中から複雑になり過ぎないような行動を選択させるように留意する。（５分）
２　個人で日常生活における行動を決め、アルゴリズムと流れ図を作成する。（15分）
３　ペアでワークシートを交換し、足りない工程や動作について指摘する。コンピュータが思惑通りに処理するかを思索し、相互評価と改善を行う。指摘箇所については見返した際に分かるようにメモを残しておく。（30分）

＜２時間目＞
１　前時の取組を共有することを説明し、発表の開始時間を伝える。（５分）
２　前時の改善内容を踏まえて更なる効率性・生産性の向上を目指すアルゴリズム（処理手順）を考える。（25分）
３　改善したアルゴリズムについて、抽出したペアに発表させる。（15分）
４　活動を通して学んだことや気付いたことなどを記述する。（５分）


ティーチングノート




「日常生活における行動のアルゴリズム」　授業計画

■本単元の位置付け
第６章　情報システムの開発
２節　アルゴリズムの基礎

■本単元の目標
１時間目
情報システムの開発について理解を深め、アルゴリズムの基礎や流れ図に関する技術を身に付ける。また、処理手順について考え、手順の評価を行い、改善する姿勢を身に付ける。

２時間目
他者と情報を共有して協働的に取り組むことで新たな課題を発見し、課題解決に向けて主体的に学び続ける態度を養う。また、思考過程を含む情報を適切に伝えるための表現力を身に付ける。

■評価規準
【Ａ】知識・技術
・情報システムの開発について実務に即して理解している。
・情報システムの開発について関連する技術を身に付けている。

【Ｂ】思考・判断・表現
・情報を処理する手順を見いだす思考力を身に付けている。
・システムの開発における評価を行い、改善するための考えを説明している。
・課題解決に向けて指摘された情報を活用している。

【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
　・課題解決に向けて主体的に学び続けようとしている。
・ペアワークにおける自身の役割を認識し、積極的に取り組もうとしている。
・実務に即して体系的・系統的にシステム開発について理解しようとしている。

■留意事項
　・ロボットが処理するためのアルゴリズムであることを意識させ、処理手順に留意させる。
　・流れ図がある程度作成できそうな内容かどうか確認する。生成ＡＩに流れ図の生成を要求することで、平易に見込みが立てられる。
　・初めの処理手順と指摘された点を含めた内容で発表することに留意させ、評価と改善の大切さを実感させる。




■授業運営の詳細
＜１時間目＞
	【授業の大枠】
１　本時の目標確認と授業の進め方について説明する。処理手順について具体的に例を挙げて説明し、日常生活の中から複雑になり過ぎないような行動を選択させるように留意する。（５分）
２　個人で日常生活における行動を決め、アルゴリズムと流れ図を作成する。（15分）
３　ペアでワークシートを交換し、足りない工程や動作について指摘する。コンピュータが思惑通りに処理するかを思索し、相互評価と改善を行う。指摘箇所については見返した際に分かるようにメモを残しておく。（30分）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（５分）
　・今回の授業ではアルゴリズムについて学習していきます。アルゴリズムとは、特定の問題を解決するための手順や方法のことを指します。別の言い方をすると、「やり方の順番」のことです。例えば、何かをするときに、①最初にこれをして、②次にこれをして、③最後にこうする、というように、決まった順番で考えたり動いたりする方法のことです。コンピュータも何かをするときにはこの「やり取りの順番」に沿って動いています。こう言うと難しく感じるかもしれませんが、皆さんが日々生活する社会には一定の手順で処理できる事柄がたくさんあります。
　・今回は複雑なものではなく、日常生活の中から行動を選択してほしいと思います。例えば、洋服を選んで着ることについて考えてみます。洋服を着るときには、どのような場面で着用するのかを考えます。そして、天候に合わせて服を選びます。色目や素材についても検討します。条件に合う洋服をリストアップし、最終的に決めます。毎日の生活の中で、この一連の流れで繰り返し洋服を選んで着用しているのです。その他、料理をする、自転車に乗って駅まで行くなど、どんな行動でも構いません。それでは、考えてみてください。

２　アルゴリズムと流れ図の作成（15分）
　・先ほど皆さんが考えた行動をアルゴリズムと流れ図で示していきましょう。まずは、処理手順を考えていきましょう。記載にあるように「ロボットに作業をさせる」というイメージをもち適切な処理ができるようなシステム開発を考えましょう。処理手順（アルゴリズム）が終わったら流れ図を作成していきます。15分の時間をとります。

３　ペアワーク（30分）
　・続いて残り時間で今作成したアルゴリズムと流れ図をペアワークにより完成に近づけたいと思います。作成したワークシートを交換しましょう。
　・用紙（ワークシート）を交換させる。
　・各自受け取ったワークシートを見てみます。相手が作成したアルゴリズムと流れ図を確認し、足りない工程や動作について指摘し合いましょう。先ほど指摘したように「ロボットに作業をさせる」という観点で、処理ができるか、こちらのほうが分かりやすいなど相互評価と改善を行ってください。指摘された箇所についてはメモを必ず残しておいてください。



＜２時間目＞
	【授業の大枠】
１　前時の取組を共有することを説明し、発表の開始時間を伝える。（５分）
２　前時の改善内容を踏まえてさらなる効率性・生産性の向上を目指すアルゴリズム（処理手順）を考える。（25分）
３　改善したアルゴリズムについて、抽出したペアに発表させる。（15分）
４　活動を通して学んだことや気付いたことなどを記述する。（５分）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（２分）
　・前回の授業では日常生活におけるアルゴリズムと流れ図について考え、作成してみました。また、作成したワークシートをペアワークにて改善点がないか考察しました。本日の授業ではペアワークで考察した内容を再度フローチャートに記述していきます。そして、各自発表をしてもらいます、発表は30分後に実施予定です。

２　アルゴリズムの再作成（25分）
　・それでは前回の授業の改善内容を踏まえ、さらなる効率性・生産性の向上を目指すアルゴリズムを考えましょう、始めてください。
　・前回も指摘したように「ロボットに作業をさせる」という観点で作成しましょう。

３　議論を始める前に（２分）
(1) 心理的安全性の確保
　・それでは今から全体の意見共有を行いますが、皆さんから多くの意見があればあるほど、この授業は深まります。また、皆さんの意見には間違いなどありません。私の意見は的を外しているなんて思わないでください。むしろ、誰もが考え付かないような意見が皆さんの学びや視野の広がりにつながります。ぜひ勇気をもって挙手をしてください。他の人と同じ意見でもかまいません。できれば誰の意見と同じか分かるように、「〇〇さんと同じ意見で～」と付けられるといいですね。よろしくお願いします。
(2) 挙手の方法について
・できる限り多くの人の意見を聞きたいので、手の挙げ方のルールを説明します。全く発言をしていない人はグーで挙手してください。１回発言した人は指で１を、２回発言した人は指で２と合図してください。発言回数を参考に、議論が深まるように当てていきたいと考えています。ぜひ、がんばって挙手してください。

４　グループ討議（16分）
　・それでは、改善したアルゴリズムについてグループ討議を進めます。誰か（ペア）発言してもらえませんか。
　・生徒の発言により、その発言を広げるか、新たな意見を求めるかを判断する。
　・時間の限り発表を続ける。

５　振り返り及びクロージング（５分）
　・皆さんのたくさんの意見や発言により活発な授業となりました。ありがとうございました。それでは、上記の活動から自身が学んだこと（個人）に記入しましょう。
　・前回、本日の授業に対して振り返りをします。
・ワークシートを記入させ回収する。
　・今回の授業ではアルゴリズムと流れ図について学びました。今回のようにアルゴリズムや流れ図を実際に自ら考えた日常の行動について最初から処理手順及び流れ図を考察することで単に技術を身につけるだけではなく、開発、評価・改善へとつなげる力を養うことができました。このような探究活動を通して主体的かつ協働的な取り組みにつなげることができました。前回の授業内容から本日のグループ討議により学びの幅が広がったと感じませんか。皆で考えることで思いもよらない解決策が出てくることもあるかと思います。今後も学びを深めていきましょう。
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